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　県政報告第２号が大変遅くなりましたが、全国都道府県
ワースト第２位の財政再建を行いながら県民生活をどう守っ
ていくか、正念場の井戸県政・平成２０年度予算案を中心に
レポートいたします。
　平成９年度以来１１年ぶりに一般会計が２兆円を割り込み、
民生費が後期高齢者医療制度の導入などで６.８％増えている
が「借金の返済」公債費と予備費が横ばいで、それ以外はす
べて減っている。土木費は－１４.２％、商工費が－１３.１％等と
なっています。県債残高（借金）は３兆４千億円でそのうち
震災関連分は８千５百億円です。
　重点施策は、「元気創出」「生活の質向上」「交流促進」「家
庭と地域再構築」「安全・安心」「参画と協働」の７本の柱と
なっています。
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（－５.４％）１兆９,７６２億３,６００万円一 般 会 計

（－３.３％）１兆２,７５０億４,４００万円特 別 会 計

（＋５.９％）２,０９９億８,６００万円公 営 企 業 会 計

（－４.０％）３兆４,６１２億６,６００万円合 計
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神
崎
郡
と
の
関
わ
り
は
、
旧

大
河
内
町
で
は
ス
ス
キ
が
原

（
砥
峰
高
原
）
を
「
開
発
す
る

の
か
保
全
す
る
の
か
」
か
ら
峰

山
高
原
ホ
テ
ル「
リ
ラ
ク
シ
ア
」

の
経
営
が
厳
し
い
と
元
大
河
内

上
野
町
長
か
ら
相
談
を
受
け
た

こ
と
。
福
崎
町
の
「
も
ち
む
ぎ

の
館
」・
商
工
会
の
再
建
問
題
、

市
川
町
で
は
音
楽
会
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
会
場
い
っ
ぱ
い
の

方
々
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
こ

と
、
旧
神
崎
町
で
は
越
知
川
巡

り
と
越
知
谷
小
学
校
の
山
村
留

学
と
木
造
に
よ
る
新
校
舎
建
設

な
ど
の
出
来
事
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
特
色
と
個

性
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
橋
下
知
事
が
誕
生
し

「
新
た
な
起
債
の
発
行
は
し
な

い
」
と
発
言
さ
れ
た
が
、
本
来

地
方
債
発
行
の
目
的
と
し
て
、

図
書
館
な
ど
「
ハ
コ
モ
ノ
」
と

言
わ
れ
る
も
の
の
耐
用
年
数
期

間　

〜　

年
を
そ
の
世
代
間
の

３０

５０

方
々
に
公
平
に
負
担
い
た
だ
く

た
め
の
も
の
で
あ
る
と
申
し
上

げ
サ
イ
ン
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

し
た
。
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最
近
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
、
姫
路
市
の
出
光
跡
地
に
松

下
・
日
立
が
出
資
を
す
る
Ｉ
Ｐ

Ｓ（
ア
ル
フ
ァ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

の
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
工
場
が

立
地
さ
れ
、
直
接
投
資
額
３
千

億
円
で
関
連
産
業
を
考
え
れ
ば

１
兆
円
の
経
済
効
果
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
播
磨
科
学
公
園
都
市

に
大
型
放
射
光
よ
り
十
億
倍
明

る
い
光
を
発
生
す
る
Ｘ
線
自
由

電
子
レ
ー
ザ
ー
が
建
設
さ
れ
、

神
戸
に
は
１
秒
間
に
１
京
（　
１０

の　

乗
）
の
計
算
が
瞬
時
に
で

１６
き
る
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン



�

ピ
ュ
ー
タ
が
立
地
さ
れ
る
な
ど
、

先
端
ハ
イ
テ
ク
・
次
世
代
成
長

産
業
の
集
積
等
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
日
本
の
五
つ
の
科

学
技
術
戦
略
の
う
ち
二
つ
の
施

設
が
兵
庫
に
立
地
し
、
世
界
と

結
び
つ
く
基
盤
と
な
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
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最
近
、
家
庭
を
巡
る
多
く
の

事
件
が
起
き
て
い
る
。
そ
の
背

景
と
し
て
一
つ
は
、
核
家
族
の

進
行
、
高
齢
者
の
み
、
あ
る
い

は
単
身
世
帯
、
若
い
世
代
の
核

家
族
化
。
二
つ
に
は
１
億
人
総

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
、
同
じ
体

験
、
同
じ
経
験
し
か
な
く
、
個

性
の
画
一
化
、
流
行
・
ブ
ラ
ン

ド
志
向
、
異
に
対
す
る
寛
容
の

気
持
ち
・
精
神
が
な
い
。
こ
の

こ
と
が
、
い
ろ
い
ろ
な
事
件
と

な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
応
す
る
の
は
、
疑
似
家
族
化
、

地
域
の
き
ず
な
で
対
応
す
る
し

か
な
い
。
ま
た
、
国
で
は　

月
１１

の
第
三
日
曜
日
が
家
族
の
日
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
族
で
週
に
１
回
、
最
低
で
も

月
に
１
回
は
家
族
の
日
を
創
ら

れ
き
ず
な
を
構
築
さ
れ
た
ら
い

か
が
で
す
か
。

　

小
規
模
集
落
の
対
策
を
ど
う

す
る
か
、
先
日
養
父
市
八
鹿
町

岩
崎

    

地
区
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

い
わ
さ
い

　

戸
で　

歳
以
上
の
独
身
者
が

３１

４０

数
名
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
集

落
の
存
続
が
困
難
。
地
区
の
存

続
を
ど
う
や
れ
ば
い
い
の
か
。

そ
れ
は
交
流
し
か
な
い
。
都
会

の
人
た
ち
と
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な

る
。
そ
の
た
め
の
仕
掛
け
づ
く

り
、「
小
規
模
集
落
元
気
ア
ッ

プ
作
戦
」
を
展
開
し
ま
す
。　
２０

年
度
に　

ヵ
所
程
度
の
パ
ー
ト

１０

ナ
ー
を
見
つ
け
、
交
流
バ
ス
・

交
流
拠
点
・
農
産
物
直
売
所
な

ど
を
作
り
、
交
流
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
２
地
域
居
住
に
繋
げ

て
い
き
た
い
。
財
源
と
し
て
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
す
る

の
も
一
つ
の
考
え
。
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以
前
の
行
革
プ
ラ
ン
は
税

収
・
交
付
税
の
見
込
み
に
甘
さ

が
あ
っ
た
。

　

年
間
１
千
億
円
の
財
源
が
不

足
し
平
成　

年
度
か
ら　

年
度

２０

３０

ま
で
に
１
兆
２
千
億
円
の
経
費

を
捻
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
千
億
円
は
人
件
費
や
事
業
の

見
直
し
等
で
削
減
、
残
り
は
起

債
や
基
金
の
活
用（
資
金
調
達
）

で
対
応
す
る
。

　

８
千
億
円
の
内
�
を
人
件
費

で
削
減
。
�
は
事
務
事
業
の
見

直
し
で
対
応
。　

年
間
で
３
割

１１

定
員
削
減
、
そ
の
う
ち
最
初
の

３
年
間
（
団
塊
世
代
の
退
職
）

で　

割
削
減
、
定
員
の
削
減
と

１.５
並
行
し
て
組
織
機
構
を
見
直
す
。

　

企
画
・
財
政
を
一
つ
に
す
る
。

従
来
健
康
生
活
部
に
環
境
が

あ
っ
た
が
今
回
農
政
環
境
部
と

再
編
す
る
。
ま
た
現
地
解
決
型

と
し
て　

県
民
局
で
あ
っ
た
も

１０

の
を
行
革
１
次
案
で
は
町
村
合

併
も
あ
っ
た
の
で
５
県
民
局
１

セ
ン
タ
ー
と
す
る
方
向
で
考
え

て
い
る
。
た
だ
し
、
西
播
磨
、

東
播
磨
な
ど
は
あ
ま
り
に
違
和

感
が
な
い
と
思
う
が
、
阪
神
丹

波
県
民
局
（
案
）
に
つ
い
て
は

多
く
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
６
月
ま
で
に
〈
案
〉
を
出

す
。
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平
成　

年
度
県
人
事
委
員
会

１９

報
告
は
公
民
較
差
ゼ
ロ
で
あ
る

が
、
次
の
通
り
の
削
減
を
協
力

願
う
。

　

課
長　
　

△　

％
１０

　

部
長　
　

△　

％
１２

　

全
職
員
平
均
△
８
％

　
　
　
　

△　

万
円
／
年
間

３３

　
（
ち
な
み
に
知
事
は
△　

％
２３

　

６
０
０
万
円
／
年
間
）

�
�
�
�
�
�
�
�

　

震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興
を

目
指
し
て
、
復
旧
復
興
に
思
い

切
っ
た
投
資
を
行
っ
て
き
た
。

　

平
成　

年
で
、
平
成
２
年
度

１９

を
１
０
０
と
す
る
兵
庫
県
は　
８５

％
、
全
国
平
均
は　

％
５７

　

３
年
間
で
全
国
水
準
ま
で
落

と
す
。
２
８
０
０
億
円
�
１
９

０
０
億
円
ま
ず
削
減
。　

平
成

　

年
度
は
、
△　

％

２０

１５
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こ
れ
ま
で
は
、
全
方
位
型
↓

こ
れ
か
ら
は
、
課
題
対
応
型

�
�
�
�
�
�

　

ひ
ょ
う
ご
子
供
未
来
プ
ラ
ン

　

平
成　

年
度
か
ら
５
年
間
で

１８

　

万
人
の
出
生
、
年
間
５
万
人

２５目
標
。

・
平
成　

年
４
９
５
７
３
人

１８

　
　
　
　
　
　

前
年
比
＋
３
％

・
平
成　

年
４
９
２
８
９
人

１９

　

１
子
目
は
、
若
い
男
女
が
結

婚
す
れ
ば
で
き
る
。

　

２
子
目
は
、
育
児
休
業
制
度

な
ど
環
境
整
備
で
で
き
る
。

　

３
子
目
は
、
お
金
、
経
済
環

境
の
支
援
が
必
要
。

　

具
体
的
な
少
子
化
対
策
と
し

て
、
県
民
法
人
税
超
過
課
税
を

活
用
し
て
（
６
億
円
）

・
０
〜
２
歳
児
で
６
千
円
以
上

／
月
払
っ
て
い
る
場
合
、
上

限
４
５
０
０
円

　

３
歳
児
で
６
千
円
以
上
／
月

払
っ
て
い
る
場
合
、
上
限
３

０
０
０
円
を
支
援
（
保
育
園

に
）。

・
企
業
・
事
業
所
内
保
育
園
設

置
支
援
。

・
２
歳
児
以
下
の
父
兄
、
親
子

育
児
教
室
。

・
保
育
園
に
看
護
師
を
常
駐
さ

せ
て
、
園
児
の
急
病
に
対
応

す
る
。

�
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後
期
高
齢
者
医
療
費
制
度
の

発
足
に
よ
り
４
３
０
億
円
県
負

担
。

　

目
的
は
、
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
に
負
担
能
力
の
あ

る
高
齢
者
に
負
担
い
た
だ
き
、

持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
。

�
�
�
�
�
�

・
小
規
模
集
落
対
策

　

小
規
模
集
落
元
気
ア
ッ
プ
作
戦

・
産
業
の
振
興
、
企
業
誘
致

　

１
１
５
の
企
業
を
立
地
（
全

国
１
位
）
し
た
が
、
ほ
と
ん



�

ど
が
阪
神
・
播
磨
の
海
岸
線

　

丹
波
地
区
に
１
件
、
但
馬
・

淡
路
で
は
０
件
。
こ
れ
ま
で

直
接
投
資
額　

億
円
以
上
の

５０

場
合
を
、
誘
致
対
策
、
支
援

の
対
象
と
し
て
き
た
が　

億
１０

円
以
上
に
対
象
を
広
げ
、
但

馬
・
淡
路
地
区
に
も
進
出
を

促
す
。

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域

振
興

　

特
産
物
、
例
え
ば
福
崎
町
の

も
ち
麦

　

農
業
改
良
普
及
員
・
生
活
改

善
指
導
員
の
活
用

　

特
産
物
開
発
グ
ル
ー
プ

　

銀
の
馬
車
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
そ
の
一
つ
。
全
県
的
に
は

但
馬
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
丹
波

竜
�
�
�
�
�
��

�
�
�
	

��

　

平
成
９
年
度
以
来　

年
ぶ
り

１１

に
一
般
会
計
で
２
兆
円
規
模
を

割
り
込
ん
だ

　

１
兆
９
７
０
０
億
円

　
　

↑
２
兆
２
０
０
０
億
円

　
　
　
（
平
成　

年
度
）△
５
％

１９

　

最
後
に
、
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�
�
（
神
河
）

　

銀
の
馬
車
道
で
繋
ぐ
歴
史
と

文
化
の
地
域
づ
く
り
を
、
各
町

の
格
差
・
温
度
差
を
取
り
除
き
、

一
つ
の
中
播
磨
あ
る
い
は
神
崎

郡
単
位
で
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
。

�
�
（
福
崎
）

　

県
立
福
崎
高
校　

駅
か
ら
の

通
学
路
が
非
常
に
狭
隘
で
あ
る
。

駅
前
活
性
化
も
含
め
県
道
改
良

を
。

�
�
（
福
崎
）

　

環
境
に
配
慮
し
た
圃
場
整
備

事
業
を
取
り
組
ん
で
い
る
。
西

谷
川
の
改
修
に
ご
尽
力
を
。

�
�
（
神
河
）

　

教
育
問
題
が
重
要
。
三
つ
子

の
魂
百
ま
で
の
言
葉
が
あ
る
が
、

と
り
わ
け
幼
児
・
児
童
に
対
す

る
教
育
を
。

　

林
業
振
興
、
間
伐
事
業
は
大

変
な
努
力
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

木
材
利
用
・
販
売
の
対
策
を
。
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大
河
内
町
長
と
し
て
、
市
町

村
合
併
問
題
・
三
位
一
体
改
革

を
徹
底
し
て
地
方
分
権
・
地
方

自
治
の
あ
り
方
か
ら
議
論
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
経
験
か
ら
、
私

は
次
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

平
成　

年
度
、
実
質
公
債
比

１９

率　

・
６
％
で
全
国
ワ
ー
ス
ト

１９
２
位
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
態

は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
財
政

悪
化
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

　

知
事
曰
く
、

�
震
災
復
興
に
多
額
の
経
費
を

要
し
、
そ
の
財
源
と
し
て
県

債
の
発
行
を
行
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
償
還
が
平
成　

年
１７

度
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
償
還
に
当
て
る
べ
き
県

債
管
理
基
金
を
震
災
の
創
造

的
復
興
の
た
め
に
有
効
活
用

し
て
き
た
た
め
に
積
立
不
足

が
生
じ
て
い
る
。
平
成　

年
１８

度
末
、
８
５
０
０
億
円
の
残

高
が
あ
る
。

�
団
塊
の
世
代
が
退
職
時
に
な

り
、
多
額
の
退
職
金
が
必
要

と
な
っ
た
。

�
国
の
医
療
・
福
祉
関
係
の
制

度
改
正
に
よ
り
負
担
増
と

な
っ
た
。

�
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、

地
方
交
付
税
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
県
は
震
災
復
興
に

多
額
の
経
費
を
要
し
た
こ
と
、

将
来
、
老
人
医
療
・
福
祉
経
費

が
増
嵩
す
る
こ
と
、
団
塊
の
世

代
の
大
量
退
職
が
生
じ
る
こ
と

か
ら
、
平
成　

年
度
か
ら　

年

１１

２０

度
ま
で
の　

年
間
の
「
行
財
政

１０

構
造
改
革
推
進
方
策
」
を
策
定

し
て
、
し
か
も
平
成　

年
度
か

１６

ら
は
、「
後
期
５
カ
年
の
取
り

組
み
」
と
し
て
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。
で
あ
る
か
ら
�
〜
�

に
つ
い
て
は
財
政
再
建
計
画
に

お
り
組
み
済
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
�
の
三
位
一
体
改
革
分

の
地
方
交
付
税
７
０
０
億
円
削

減
の
み
が
想
定
外
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
は

年
間
１
２
０
０
億
円
の
財
源
が

不
足
と
な
っ
て
い
る
。
差
し
引

き
５
０
０
億
円
の
財
政
運
営
に

問
題
が
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
は
、
知
事
の
言
葉
を
借
り

る
と
「
創
造
的
復
興
」
と
な
り
、

元
に
戻
す
復
旧
か
ら
未
来
に
向

け
た
文
字
通
り
「
創
造
」
と
あ

る
意
味
必
要
以
上
の
震
災
復
興

事
業
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

当
然
、
知
事
の
責
任
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
議
会
の
責
任

も
ま
た
重
大
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

議
会
が
知
事
の
予
算
案
を
認
め

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し

先
輩
議
員
を
弁
護
す
る
訳
で
は

な
い
が
、
議
員
に
対
し
て
十
分

な
説
明
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
、
あ
る
い
は
当
局
の
提
案
す

る
予
算
、
と
り
わ
け
歳
入
予
算

案
を
把
握
す
る
こ
と
は
至
難
の

業
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

　

歳
出
は
額
面
通
り
の
金
額
で

あ
る
の
で
ス
ト
レ
ー
ト
に
見
れ

ば
よ
い
が
、
歳
入
に
つ
い
て
は



�

借
金
も
歳
入
で
あ
り
、
そ
の
借

金
も
地
方
債
・
起
債
と
い
わ
れ

る
も
の
は
毎
年
の
償
還
額
に
対

し
て
地
方
交
付
税
と
し
て
措
置

さ
れ
る
も
の
な
ど
も
あ
り
、
歳

入
す
べ
て
の
把
握
は
財
政
当
局

者
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
と
い

う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

余
談
に
な
る
が
、
大
型
公
共

事
業
な
ど
を
実
施
し
起
債
を
発

行
す
れ
ば
、
そ
の
起
債
の
償
還

に
交
付
税
が
措
置
さ
れ
一
般
財

源
が
増
え
る
。
そ
の
一
般
財
源

を
元
に
さ
ら
に
大
型
事
業
を
実

施
す
れ
ば
更
に
一
般
財
源
が
増

え
る
、
借
金
を
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
一
般
財
源
が
増
え
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
奇

妙
な
財
政
構
造
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
云
え
ば
予
算
は
単

年
度
主
義
と
な
っ
て
お
り
、
し

か
も
歳
入
か
ら
歳
出
を
引
け
ば

毎
年
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

借
金
は
別
立
て
と
な
っ
て
お
り

そ
の
借
金
の
管
理
は
公
債
費　
１５

％
以
内
で
運
用
し
て
い
る
の
で
、

財
政
は
健
全
だ
と
当
局
は
繰
り

返
し
説
明
し
て
き
た
。

　

借
金
が
別
立
て
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
最
大
の
問
題
点
で
あ

る
。
県
債
管
理
基
金
の
有
効
活

用
と
知
事
は
言
っ
て
い
る
が
、

実
態
は
基
金
の
積
立
不
足
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
な

指
標
「
実
質
公
債
比
率
」
は
そ

の
基
金
の
積
立
不
足
を
反
映
す

る
新
た
な
指
標
で
あ
っ
て
、
財

政
の
実
態
が
初
め
て
明
ら
か
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

実
質
公
債
費
率
は
、
２
０
０

７
年
６
月　

日
に
成
立
し
た
自

１５

治
体
財
政
健
全
化
法
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　

新
た
な
指
標
と
し
て
、

�
実
質
赤
字
比
率

�
連
結
実
質
赤
字
比
率

�
実
質
公
債
費
比
率

�
将
来
負
担
比
率

が
定
め
ら
れ
て
、
単
年
度
主
義
、

一
般
会
計
主
義
か
ら
年
度
と
特

別
会
計
、
企
業
会
計
な
ど
、
縦

と
横
の
連
結
を
し
て
財
政
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

夕
張
市
を
は
じ
め
地
方
自
治
体

の
財
政
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
財
政
の
健
全
化
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　

そ
れ
と
議
員
が
反
省
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
、
地
元

地
域
に
事
業
や
利
益
を
誘
導
す

る
た
め
に
は
、
他
地
域
の
事
業

の
予
算
批
判
や
知
事
に
対
し
て

厳
し
い
こ
と
を
い
え
な
い
現
状

が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
地
元
の
発

展
を
図
る
こ
と
が
議
員
の
務
め

で
も
あ
る
が
同
時
に
県
政
全
般

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
議
員
本

来
の
務
め
で
あ
る
。
補
助
金
型
、

陳
情
型
、
利
益
誘
導
型
、
口
利

き
行
政
な
ど
、
議
員
活
動
の
あ

り
方
も
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

�
�
�
�
�
�

　

県
債
は
県
の
発
行
す
る
金
融

債
権
で
、　

年
後
に
一
括
返

１０

済
す
る
。
ま
た
県
債
管
理
基

金
と
は
、
そ
の
返
済
の
た
め

に
毎
年
積
み
立
て
る
基
金
。

�
�
�
�
�

　

歳
出
に
占
め
る
借
金
返
済
の

比
率

�
�
�
�
�
�
�

　

県
債
返
済
の
基
金
積
立
額
を

加
味
し
た
公
債
費
比
率
。

�

�
�
�
�
�
�
�
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財
政
問
題
に
つ
い
て
、
や
は

り
議
員
は
財
政
当
局
の
説
明
を

鵜
呑
み
に
し
て
き
た
こ
と
に
大

き
な
責
任
が
あ
る
と
思
う
。
そ

れ
は
、
公
債
費
比
率
を　

％
以

１５

内
で
運
用
・
管
理
し
て
い
る
か

ら
安
全
で
あ
る
と
の
こ
と
に
対

し
て
、
何
ら
疑
問
を
も
た
な

か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

上
記
で
述
べ
た
よ
う
に
公
債
比

率
は
一
般
会
計
に
占
め
る
公
債

費
（
借
金
）
の
比
率
で
あ

る
が
、
県
債
管
理
基
金
あ

る
い
は
他
会
計
等
か
ら

歳
入
を
繰
り
入
れ
て
予

算
総
額
を
増
や
せ
ば
、
分

子
の
公
債
費
は
そ
の
ま

ま
で
も
分
母
が
大
き
く

な
っ
て
公
債
費
比
率
は

小
さ
く
な
る
の
が
当
然

で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
建
設
常

任
委
員
会
に
所
属
し
て

お
り
、
県
政
報
告
１
号
で

も
述
べ
た
よ
う
に
ず
い

ぶ
ん
と
立
派
な
都
市
公

園
、
例
え
ば
三
木
防
災
総

合
公
園
、
有
馬
富
士
公
園
、
丹

波
並
木
道
公
園
等
々
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
地
域
振
興
あ
る
い
は

施
設
の
利
用
者
な
ど
か
ら
す
れ

ば
文
句
の
い
い
よ
う
の
な
い
施

設
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
用
地

取
得
費
含
め
莫
大
な
投
資
で
あ

る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
財

政
が
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
内
容

と
な
っ
た
結
果
論
か
ら
い
え
ば
、

身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政
運
営
が

望
ま
れ
ま
す
。（
上
野
ひ
で
か

ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
）

公会計制度について総務省調査　衆議院会館にて
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建設常任委員会１０月１７日

神崎郡区長会研修会（市川町文化センター）１９日

地域安全神崎郡民大会（福崎町文化センター）２０日

中播磨身体障害者スポーツ大会２１日

建設常任委員会管外視察（東京・茨城・埼玉）２２～２４日

議員団総会２６日

中播磨地区ゆうあい運動会（市川町スポーツセンター）２７日

森林審議会（県民会館）１１月１日

神崎・大河内商工会合併調印式（神崎商工会館）２日

三木防災総合公園屋内テニス場（ビーンズドーム）オープン記念式典３日

こんな立派な施設をオープンしているにも拘わらず財政が破綻とは一体どうなっているの
か。しかし、テニス施設としては国際級のドーム型屋内施設で全９面の内容となっている。
有事の際には支援者の宿泊所、支援物資の荷捌き場として使用するとのこと。三木防災総
合公園全体のこれまでの事業費は約５百億円に上ります。

つぶやき

文教常任委員会中播磨管内視察（地元議員）７日

建設常任委員会管内視察（阪神南・阪神北・神戸）８～９日

神崎郡補導委員会・補導センター結成３０周年記念式典（神崎公民館）１０日

自衛隊姫路駐屯地創立記念式典（姫路駐屯地）１１日

バイオディーゼル燃料（環境率先モデル事業）使用給食車出立式（市川町）１２日

　　　　同　　　　　　　上　　　　　　　　　　（神河町）１３日

一期生議員・知事懇談会（神戸）１４日

重要政策提言知事申し入れ
１５日

日朝友好親善講演会（神戸）

西播磨地区保育大会（佐用町情報文化センター）１７日

老人大学福寿・神崎学園祭（福崎町文化センター）１８日

建設常任委員会１９日

精神保健研究会現地交流会（姫路中央保健センター）２０日

魅力ある田園空間形成シンポジューム（神河町グリンデルホール）２１日

まちづくり懇話会（姫路職員福利センター）２２日

神崎郡女子ソフトボール大会（神崎中学校）２３日

少年野球クラブ（大河内ガッツボーイズ）結成１５周年記念大会（はにおか運動公園）２４日

神河町自主防災組織結成記念式典（神河町グリンデルホール）２５日

議会第１日（提案説明）
２６日

神崎郡地域安全ゲートボール大会（福崎町スポーツ公園）

新行財政改革プラン第１次案説明会２７日

県道下滝野市川線整備促進期成同盟会総会（リフレッシュパーク市川）２９日
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今
年
度
に
入
る
や
否
や

　
　
　

知
事
は
県
財
政
の
悪
化

と
行
財
政
構
造
改
革
を
ア
ピ
ー

ル
さ
れ
て
い
る
が
、
県
民
の
目

線
に
立
っ
て
ど
の
よ
う
に
行
財

政
構
造
改
革
を
進
め
る
の
か
。

　
　
　

震
災
で
悪
化
し
た
財
政

　
　
　

改
善
の
た
め
に
は
、
相

当
厳
し
い
改
革
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ひ
ょ
う
ご
の
将
来
を
し
っ
か
り

と
見
据
え
、
県
民
の
要
請
に
応

え
る
施
策
展
開
と
推
進
体
制
を

整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
県
財
政
の
現
状
と
課
題

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
改
革

の
目
的
や
今
後
の
施
策
展
開
、

見
直
し
の
理
由
等
を
明
確
に
し
、

県
民
の
十
分
な
理
解
と
協
力
を

得
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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地
域
住
民
や
地
元
企
業

　
　
　

の
合
意
や
協
力
が
整
っ

て
い
る
場
合
に
優
先
順
位
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
道
路

整
備
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

ご
指
摘
の
民
間
協
力
も

　
　
　

評
価
要
素
の
ひ
と
つ
と

し
て
捉
え
、
必
要
性
や
費
用
対

効
果
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
の

整
合
性
等
を
総
合
的
に
勘
案
の

上
、
優
先
順
位
を
判
断
し
、
効

率
的
な
道
路
整
備
に
努
め
て
い

く
。
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行
財
政
構
造
改
革
の
推

　
　
　

進
と
い
う
観
点
か
ら
、

県
の
所
有
す
る
公
有
財
産
に
つ

い
て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
処

理
あ
る
い
は
活
用
し
て
い
く
か

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

事
務
事
業
や
公
的
施
設

　
　
　

等
の
見
直
し
を
抜
本
的

に
進
め
、
利
用
状
態
の
低
い
土

地
・
建
物
や
統
廃
合
が
可
能
な

施
設
跡
地
等
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
に
売
却
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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地
域
医
療
の
確
保
に
つ

　
　
　

い
て
、
県
の
役
割
を
ど

の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　
　

地
域
医
療
に
お
き
ま
し

　
　
　

て
県
と
し
て
は
、
ま
ず
、

医
療
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
る

医
療
計
画
を
策
定
し
て
調
整
を

図
っ
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
第

二
に
、
二
次
医
療
圏
域
や
県
全

体
の
必
要
な
医
療
の
確
保
の
た

め
の
支
援
や
調
整
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
第
三
に
、
市
町
立
病

院
間
の
、
あ
る
い
は
県
立
病
院

の
広
域
連
携
の
推
進
な
ど
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
、
医
療
審
議
会
の
地
域

医
療
対
策
部
会
の
も
と
策
定
い

た
し
ま
し
た
「
地
域
医
療
確
保

対
策
」
に
基
づ
き
、
産
科
医
療

も
含
め
た
地
域
医
療
の
確
保
に

引
き
続
き
万
全
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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集
落
営
農
へ
の
舵
取
り

　
　
　

を
基
本
と
し
な
が
ら
、

中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
業
経

営
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

集
落
協
定
を
基
に
集
落

　
　
　

の
活
動
計
画
づ
く
り
や

耕
作
放
棄
の
防
止
活
動
等
を
集

落
が
実
施
す
る
よ
う
位
置
づ
け
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
制
度
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

環
境
創
造
型
農
業
や
、
女
性
・

高
齢
者
の
能
力
を
活
用
し
た
農

産
物
加
工
、
都
市
農
村
交
流
型

農
業
な
ど
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
集
落
営
農
組
織
の
育

成
・
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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昨
年　

月
に
「
有
機
農

１２

　
　
　

業
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
規
定

に
基
づ
き
、
県
は
有
機
農
業
の

推
進
計
画
の
策
定
に
努
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
有
機

農
業
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
よ
う
と
お
考
え
な
の

か
方
向
性
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　

５
年
以
内
を
目
途
に
策

　
　
　

定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
県
の
有
機
農
業
推
進
計
画

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
県
が
進

め
て
き
た
環
境
創
造
型
農
業
を

基
本
に
中
山
間
地
に
も
配
慮
し
、

県
及
び
市
町
に
お
け
る
推
進
体

制
の
整
備
や
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
と
普
及
の
他
、
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
モ
デ
ル
タ
ウ

ン
の
育
成
な
ど
を
内
容
と
し
た

計
画
を
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

��

�
�
�
�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�
�
�
�
��

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�



�

議会第２日（代表質問）３０日

議会第３日（一般質問）１２月３日

議会第４日（一般質問）１２月４日

建設常任委員会５日

地才地創シンポジューム・銀の馬車道劇団（姫路キャスパホール）６日

「新行革プラン」西播磨選出県議会議員・西播磨議長会意見交換会（サンシャイン青山）１２日

くすのき・こうのとり賞表彰式（姫路商工会議所）１４日

Ｃ型肝炎を学ぶ会当局申し入れ１７日

福崎駅前開発知事申し入れ２０日

議会第５日（議案表決）
２１日

森林審議会（県民会館）

神崎郡少年少女バレーボール教室（八千種小学校）２３日

建設常任委員会２５日

県道加美宍粟線改良促進協議会姫路土木事務所要望会２６日

神崎商工会新年交礼会（神崎商工会館）平成２０年
１月５日

福崎町消防団出初式（田原小学校）６日

平成２０年度予算要望政務調査会９～１１日

神崎郡議長会研修会（市川町文化センター）
１１日

福崎町新年交礼会（福崎町エルデホール）

市川町消防団出初式（川辺小学校）

１３日 神河町成人式（グリンデルホール）

市川町成人式（ひまわりホール）

福崎警察署術科始め式１７日

建設常任委員会１８日

神崎郡区長会・町長会要望会（市川町文化センター）２１日

近畿６府県議員フォーラム（和歌山県議会）２２日

福崎町駅前開発について意見交換会（役場）２４日

議員団総会２８日

建設常任委員会管内視察（東播・北播・淡路）２９～３０日

農林水産常任委員会中播磨管内視察（地元議員）２月１日

２００８年度地方財政セミナー（東京砂防会館）４～５日

中播磨地域ビジョン推進フォーラム（姫路じばさんビル）９日

議員団総会１３日

会派班別管外視察・土木農林（川崎市・千葉県）１４～１５日

神崎郡人権啓発講演会（福崎町エルデホール）１６日

建設常任委員会
１８日

１期生議員勉強会（公立病院・地域医療）

地域政策懇話会（姫路職員福利センター）１９日

������
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議会第１日（提案説明）２０日

会派グループ研修・公会計制度（東京都・山形県・宮城県・総務省）２１～２２日

市川高等学校卒業式２２日

井戸知事と語る新生兵庫の会（福崎町エルデホール）
２４日

西播ブロック地域啓発総合福祉大会（神河町グリンデルホール）

議会第２日２５日

議会第３日（代表質問）
２月２６日

神崎高等学校卒業式

議会第４日（一般質問）２７日

議会第５日（一般質問）
２８日

生野・福崎・姫路西・姫路東高等学校卒業式

議会第６日（一般質問）２９日

中播福祉会創立３０周年記念式典（市川町文化センター）３月１日

神崎郡駅伝大会（八千種小学校）２日

建設常任委員会３日

　大変重要な議案審議を行った。第三セクター�夢舞台（ウェスティンホテル、国際会議場、
温室植物園等）への１０億円出資の件と�おのころの解散と債権放棄の議案である。
　これまで両第三セクターは花博への誘客、淡路の地域振興として大きな役割を果たして
きた。また、地方財政再建化法の施行等による債務の処理、及び第三セクターを精算して
民間に経営を委譲することはこの時期として適切な処理だと考える。しかし、平成１４年度
のホテル建設費のリースバック（企業庁が買い取り、安価で貸し出し）約１４０億円を含め
ると、約２００億円に上る財政支援・債権放棄である。きっちりと県民に説明する必要がある。
　以上のことを強く当局に求め議案には賛成をした。

つぶやき

政務調査会「地方分権の課題と議会の役割：片山善博前鳥取県知事」３日

議会第７日（補正予算等表決）４日

老人大学福寿・神崎学園終了式（福崎町文化センター）６日

宮野女性・若者等活動促進センター竣工式（神河町）８日

議員団総会１１日

ひょうご地域安全まちづくり活動表彰式＆セミナー（県公館）
１２日

中学校卒業式

議会第８日、建設常任委員会（平成２０年度関係議案表決、追加提案）
２１日

小学校卒業式

建設常任委員会、政務調査会２４日

議会第９日（最終日、意見書、決議表決、請願処理））２５日
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